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（３）生きもの図鑑（代表的な種） 

長崎県レッドリスト改訂検討委員会委員の皆様に、長崎県レッドリスト

2022 に掲載された代表的な種について、写真を交えて解説していただきま

した。 

 

【維管束植物】 

 

カンラン（ラン科）  【絶滅危惧ⅠB 類（EN）→絶滅危惧ⅠA 類（CR）】 

照葉樹林の林床に生育するランで、古くからマニ

アによって盗掘されている。分布は東海地方以西

の本州、四国、九州、琉球列島と広いが、各地で

絶滅してしまい、今では花が咲くような成株はほ

とんど見られなくなった。長崎県の生育地は県外

のマニアにも対象となっていたが、近年になって

採集圧は減りつつある。最近になってイノシシの

掘り起こしによっていくつかの生育地が消滅して

おり、残された生育地も絶滅が危惧される。  

（中西弘樹）  

 

ヤマコンニャク（サトイモ科）  【絶滅危惧Ⅱ類(VU)→絶滅危惧ⅠB 類（EN）】 

 

照葉樹林に林床に生育する多年草で、五島が分布の北限である。生育地は少ないが、盗掘の

対象とはならず、森林の伐採などが減少の主要因であった。しかし、最近になってシカの食

害によって林床が裸地化し、表土が流出したり、土壌が貧栄養化し、シカに食べられない本

種も衰退してきた。（中西弘樹）  

 

コモウセンゴケ（モウセンゴケ科）  【準絶滅危惧種（NT）→絶滅危惧Ⅱ類（VU）】 

湿った崖地などに生育する小型の多年草。長崎県は九

州の中で一番生育地が多い。県内では西彼杵半島の中

部から大崎半島（川棚町）までの狭い範囲に分布してい

るが、生育地はかなり多かったが、最近の水田の放棄に

よって水田の縁や土手の下部などの生育地の草刈りが

行われなくなり、他の草本が繁茂し、消失している。  

（中西弘樹）  
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ヘゴ（ヘゴ科）  【絶滅危惧ⅠB（EN）→ 絶滅危惧Ⅱ類（VU）】 

五島では古くから北限自生地として知られ、

国指定の天然記念物に指定されている生育地

もある。以前から盗掘が行われ、一時期かなり

個体数が減少したが、最近になって本土側に

も生育地が発見され、温暖化の影響か個体数

は多くなっている。本種は空中湿度が高い谷

に生育するため、森林の伐採などの影響を受

けやすく、砂防工事によって乾燥化し、絶滅し

た生育地もある。（中西弘樹）  

 

リュウビンタイ（リュウビンタイ科）  【絶滅危惧Ⅱ類（VU）→準絶滅危惧種（NT）】 

古くから五島ではヘゴと共に南方系のシダと

して知られ、県の天然記念物に指定されてい

る生育地もある。胞子で繁殖するので、谷の切

り通しなどにも先駆的に侵入し、定着できる。

最近になって温暖化のせいか、五島では各地

で多くの個体が見られるようになった。本土

側では長崎市に 1 カ所の生育地があるだけで

ある。（中西弘樹） 

 

 

オキナグサ（キンポウゲ科）  【絶滅危惧ⅠA 類（CR）→絶滅危惧ⅠA 類（CR）】 

日当たりのよい乾いた草原に生育する多年草。

茎や葉などは長い白毛に覆われる。  4 月頃、

鐘形をした暗赤紫色の花を下向きに付ける。

花を開く時の花茎の高さは 10 ㎝程度である

が、開花後は伸長して 30～40 ㎝になる。か

つては県本土部の各地で見ることができたが、

草原の減少とともにオキナグサの生育地も失

われ、また盗掘の対象にもなり、最近の確実な

生育情報は県北地区に 1 か所、県南地区に 1

か所の 2 か所のみである。最も絶滅のおそれ

の高い植物の一つと言える。（千々布義朗） 
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ダイサギソウ（ラン科）  【絶滅危惧ⅠB 類（EN）→絶滅危惧ⅠB 類（EN）】 

日当たりのよい草原に生える多年草。茎高 30～60 ㎝で、湿

原に生えるサギソウよりも草丈は大きく、丈夫な印象を受け

る。花期は 8～9 月で茎の上部に径 2～2.5 ㎝の白い美しい花

を複数つける。花が美しいことから盗掘の対象なっている。ま

た、過疎化の進行等により野焼き等草原の  維持管理が困難と

なっており 、生育地が失われ個体数が急激に減少している。

県内では県南、県北、東彼地区で生育が確認されているが、個

体数は極めて少ない。（千々布義朗）  

 

 

 

 

フシグロ（ナデシコ科）  【絶滅危惧Ⅱ類（VU） ※新規】 

日当たりのよい草原や林の縁などに生える越年草。草丈は 30

～100 ㎝で直立する。6～9 月、長さ 1.0 ㎝弱の白い小さな

花をつける。ナデシコ科では比較的大型あるが、花が小さいこ

ともありあまり目立たつ存在ではない  。以前は特に珍しい植

物ではなかったが、草原の消滅ともに、本種も姿を消しつある。

今のところ、県北、県南地区で生育が知られているが、過疎化

の進行等により草原の管理が放棄されるところが多くなり、

近い将来における絶滅が心配されている。（千々布義朗）  

 

 

【藻類】 

 

オキチモズク（チスジノリ科）  【絶滅危惧ⅠA 類（CR）→絶滅危惧ⅠA 類（CR）】 

【種の特徴】  

本種は多くの分枝をもつ、体長 10～40cm ほど

の糸状淡水紅藻である。湧水付近や河川上流のき

れいな浅い川底の大小の石の表面や護岸の側面な

どに生育する。12 月初旬に出現し、１～4 月に繁

茂し、5 月以降夏季消失。主に単胞子による無性

生殖により繁殖する。  

【生息生育情報】  

長崎県内では、雲仙市国見町神代川支流釜蓋川の

一角のみに生育しているが、2021 年までのここ

10 年間でかなり減少し、危機的状況にある。  

【生息生育に対する脅威】  

絶滅寸前までの激減は、釜蓋川の水質汚濁が主な

原因と考えられる。 （飯間雅文）  
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アサクサノリ（ウシケノリ科） 【絶滅危惧ⅠB 類（EN）→絶滅危惧ⅠB 類（EN）】 

【種の特徴】  

葉体は楕円形で内湾の河口域の潮間帯上部の

種々の基質上に生育する。生育期は冬から春。

夏季は貝殻穿孔糸状体（コンコセリス期）とし

て生育する。昭和 30 年代（1960 年代前半）

まで養殖ノリの主流種であったが、現在ではス

サビノリが主流種となり、アサクサノリ野生株

は絶滅危惧種となっている。  

【生息生育情報】  

長崎県では、佐世保市周辺および平戸市のいく

つかの河川の河口域で生育が確認されている。 

【生息生育に対する脅威】  

内湾の干潟の埋め立て、干拓など。  

 （飯間雅文）  

 

ツクシホウズキ（フジマツモ科） 【準絶滅危惧（NT）→準絶滅危惧（NT）】 

【種の特徴】 

体は高さ 1cm、茎部と根茎は直径約 1mm、

球形、卵円形の膨らんだ上部は、直径 2.5-

3mm。潮間帯上部の岩の割れ目に生育。生

育期は冬。  

【生息生育情報】  

長崎県では、長崎市野母崎町田の子島海岸 1

地点の岩上のみに生育が確認されている。

10 年前の 2011 年頃には、長崎市弁天白浜

海岸でも生育が確認されていたが、ここ数年

は生育確認されていない。また野母崎町田の

子島海岸でも最多で 8 か所の岩上で確認さ

れたが、2021 年度は 1 か所の岩で確認さ

れたのみである。  

【生息生育に対する脅威】  

海岸の開発、海洋汚染など。  

 （飯間雅文）  
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【哺乳類】 

 

ヤマネ（ヤマネ科）  【絶滅危惧Ⅱ類（VU）→絶滅危惧Ⅱ類（VU）】 

国の天然記念物に指定されている日本の固有種で

ある。九州、四国、本州に広く分布するが、長崎県

では多良山系だけで確認されている。体長 7 ㎝程

度で、ふさふさとした長いしっぽと、背中の中央に

黒い太い線が特徴である。夜行性で樹上を生活場

所としているので、人目に触れることはめったに

ない。冬眠する哺乳類として有名。轟の滝付近では

平均気温が 5℃を下回る 2 ヶ月間だけ冬眠するこ

とが分かっている。（松尾公則）  

 

 

【鳥類】 

 

シロチドリ（チドリ科）  【準絶滅危惧（NT）→絶滅危惧ⅠA 類（CR）】 

本種は、長崎県では冬鳥として飛来するものが多

く、特に諫早湾の干潟には 2 千羽を超える群れ

が見られ、日本有数の飛来地であった。諫早湾の

干潟が消失したことに伴い激減した。現在では各

地に少数が飛来するだけである。また、島原や平

戸などの砂浜、造成地で少数が繁殖している。し

かし、造成地は開発のため安定した繁殖地とはな

り得ず、平戸の繁殖地も現状は不明である。 

（谷口秀樹）  

 

ハマシギ（シギ科）  【準絶滅危惧（NT）→絶滅危惧ⅠA 類（CR）】 

本種は、長崎県では冬鳥として各地に飛来し越冬

している。特に諫早湾の干潟には 1 万 2 千羽も

の群れが飛来したことが有り、日本有数の飛来地

であった。前種同様諫早湾の干潟が消失したこと

に伴い激減した。現在では各地で少数が越冬する

だけである。その飛来地も減少し、毎年観察され

るのは大村湾沿岸などに限られている。 

（谷口秀樹）  
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ブッポウソウ（ブッポウソウ科）  【絶滅危惧ⅠA 類（CR）→絶滅危惧ⅠA 類（CR）】 

本種は、長崎県では旅鳥として主に春の渡り時

期に観察される。また、ごく少数が対馬の数カ

所で繁殖していたが、近年は確認されていない。

営巣に適した樹洞のある森林の減少や越冬地

である東南アジアの森林環境悪化などから全

国で飛来数は減少している。近年、営巣木の代

わりに巣箱を設置する活動が岡山などで行わ

れ、そこでの飛来数増加が見られるようになっ

たことは朗報である。 

（谷口秀樹）  

 

ゴイサギ（ペリカン科）  【準絶滅危惧（NT） ※新規】 

本種は、長崎県では留鳥として各地で見ることが

できる。以前は、各地で普通に見られ、繁殖もし

ていた。長崎市の銅座川では毎年のように群れが

見られ、話題になっていた。しかし、魚などの餌

資源の減少からか近年非常に稀な鳥になってい

る。繁殖の際は集団で行うため、鳴き声のうるさ

さと糞などの悪臭から嫌われ、追われることも一

因のようである。 

（谷口秀樹）  

 

 

【両生類】 

 

ニホンアカガエル（アカガエル科）  【準絶滅危惧（NT）→絶滅危惧Ⅱ類（VU）】 

県本土・壱岐に広く分布する。成体は赤銅色をし

ており、5 ㎝程度の中型のカエルである。成体は

山中や草原で生活しているが、産卵は山際の水田

や湿地で行う。冬季に一時的に冬眠から覚め、産

卵場となる水場に移動するが、その水場である水

田や湿地がなくなってきた。産卵する場所の不足

や、産卵しても幼生が生き続けるための長期間の

水の確保が難しいため、個体数が減少し続けてい

る。（松尾公則）  

 

  



13 

 

【爬虫類】 

 

ニホンイシガメ（イシガメ科）  【絶滅危惧ⅠB 類（EN）→絶滅危惧ⅠB 類（EN）】 

日本の固有種である。黄褐色の体色で、甲羅の後ろ

がギザギザしているのが特徴で、首の周りには、草

色の紋様や赤い斑紋はない。以前は、長崎の河川や

ため池を中心に広く生息していたが、外来種である

クサガメやミシシッピアカミミガメの侵入により

激減してきた。現在生息している地域は、壱岐や五

島福江島だけであり、県本土の確認は飼育個体か遺

棄されたと思われるものばかりである。（松尾公則） 

 

 

【魚類】  

 

オヤニラミ(ケツギョ科) 【絶滅（EX） ※新規】 

グラバ－図譜編纂者である倉場富三郎氏が所

持していた資料や、長崎県師範学校(長崎大学

の前身)の刊行物に本種の記載があり、前回公

表直前に文献を入手したため、掲載を見送って

いたが、現地に本種の方言が残っていること、

淡水魚の中で混同しやすい種がないことから、

今回絶滅として掲載した。文献の記述には波佐

見川に生息とあるので、川棚川水系の上・中流

側に生息していたものと考えられる。 

（深川元太郎） 

 

シロチチブ（ハゼ科）  【絶滅危惧Ⅱ類（VU）→準絶滅危惧（NT）】 

これまで、少数個体が諫早湾の数ヵ所で

確認されている状況であったが、新たに

確認していた地点より諫早湾奥側の干潟

で多くの個体が確認された。確認された

干潟はアサリの潮干狩り場として初夏に

開放されている場所で、転石が干潟各所

にあり、貝殻片が混在した砂礫質であり、

現在の諫早湾沿岸ではこのような干潟が

大部分であることも加味して、評価を行

った。（深川元太郎） 

 

  

オヤニラミ（佐賀県産） 

シロチチブ（雲仙市産） 
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アリアケギバチ（ギギ科）  【絶滅危惧Ⅱ類（VU）→絶滅危惧ⅠB 類（EN）】 

日本固有種で，九州各県の河川中流域の

自然度が高い区域に分布する。隣県では，

佐賀県松浦川，塩田川，熊本県菊池川，緑

川などで確認されている。本県では，諫

早市の本明川など数河川，大村市の２河

川，川棚川，佐世保市、壱岐に分布の記録

がある。しかし，ここ十数年にわたる調

査でも，佐世保市、壱岐および大村市よ

し川といった複数河川で確認できなかっ

た。また，健全な生息環境のある郡川で

も見つけるのが困難になっている。河川

改修や堰堤の設置等による河川環境の変

化，水質の悪化などが本種の生息状況を

逼迫している要因と考えられる。 

（小原良典） 

 

【甲殻類他】 

 

ミナミヌマエビ（ヌマエビ科）  【情報不足（DD）→情報不足（DD）】 

各地の流れの緩やかな河川や水路、池に生息して

いる。外来種品ヌマエビと交雑し、雑種が生まれ、

純粋種の生息状況がよくわかっていない。現在、

純系のミナミヌマエビが確認されている地域は

五島市および川棚町のみである。シナヌマエビは

釣り餌や鑑賞用として輸入されており、餌の余り

や飼育できなくなった個体の放流により各地で

増えている。（中原泰彦）  

 

 

イキシマカワリヌマエビ（ヌマエビ科）  【準絶滅危惧（NT） ※新規】 

2017 年に壱岐市で発見され新種として記載さ

れた。形態はミナミヌマエビとよく似ており、や

や小型で額角がやや短く、色彩の変化があまり大

きくない。  

壱岐島のみから知られるが、九州本土で発見され

る可能性がある。壱岐では小さな河川や用水路で

見られる。今後、外来種の放流等があれば純粋種

の存在が危ぶまれる。（中原泰彦）  

 

 

  

アリアケギバチ（諫早市産） 
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スジエビＢ型（テナガエビ科）  【絶滅危惧Ⅱ類（VU）→準絶滅危惧（NT）】 

池などに生息するスジエビとよく似ているが、ス

ジが太く体が大型になる。卵が小さいため両側回

遊型であると思われ、スジエビとは別種である可

能性が高い。主に河川の下流域や汽水域に生息す

るが、分布が限定されている。県内では五島市お

よび対馬市でみられ、1990 年代には長崎市内の

宮摺川にも生息していたが近年は確認できてい

ない。（中原泰彦）  

 

 

 

【貝類】 

 

タケノコカワニナ（トゲカワニナ科） 【絶滅危惧ⅠB 類（EN）→絶滅危惧ⅠA 類（CR）】 

【分布】 

本州（房総・男鹿半島以南）、四国、九州、南西

諸島、台湾、フィリピン、マレーシア、ニューギ

ニア、ソロモン諸島、インド、マダガスカル。県

内：北松浦半島、久賀島、平戸市、大村市、諫早

市。 

【種の特徴・生息環境】  

別名ムチカワニナ。殻長約 70 mm、殻径約 25 

mm、カワニナに似るがより細長く、殻頂は尖り、

螺層の膨らみは弱い。河口部汽水域の砂礫混じり

の軟泥底に生息し、緩い流水中や止水中を好む。

卵から孵化後にベリジャー幼生となるが、その浮

游期間は著しく短い可能性があり、生息地の下流

に堰などが形成されると幼生の伝播が妨害され、

個体群の消滅に直結する恐れがある。  

【生息生育に対する脅威】  

河川改修・護岸工事、河口堰の建設、堆積土砂の

除去、水質汚濁。  

（川内野善治）  
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ヤベガワモチ（ドロアワモチ科）  【絶滅危惧ⅠA 類（CR）→絶滅危惧ⅠA 類（CR）】 

【分布】 

有明海・八代海、韓国南西岸。県内：島原半島（有

明海）。  

【種の特徴・生息環境】  

体長約 60 mm、体幅約 25 mm に達する大型の

ナメクジ状で殻を欠き、体は楕円形で背面は黒色、

腹面は青磁色。大規模な内湾奥河口の軟泥干潟に

のみ見られ、国内の既知産地は数箇所しかない。

主に夜間に活動し、昼間は泥中に深く潜行してい

ることが多いが、暖かく湿度の高い日は干潮直後

であれば昼間でも見ることができる。諫早湾の閉

め切りに伴い軟泥が減少したことなど、生息環境

が著しく悪化して近年は確認出来なくなり、県内

では絶滅した可能性がある。  

【生息生育に対する脅威】  

河口干潟の埋め立て・干拓、河川改修・浚渫・護

岸、底質汚染、水質汚濁。  

（川内野善治）  

 

オキヒラシイノミ（オカミミガイ科） 【絶滅危惧ⅠA 類（CR）→絶滅危惧ⅠA 類（CR）】 

【分布】 

日本海南西部〜東シナ海沿岸、中国南部〜ベトナ

ム北部。県内：北松浦半島、平戸島、西彼杵半島。  

【種の特徴・生息環境】  

殻長約 25 mm、殻径約 15 mm、背腹に扁圧さ

れた雫形で厚く、殻口内に強い歯状突起を持つ。

河口や内湾奥飛沫帯の陸地に生じた樹木が水面

へオーバーハングして昼間も木陰が形成される

場所やヨシ原等において、湿った落葉や漂着物等

の下でオカミミガイ等と同所的に見られる。国内

の既知産地は数箇所しか残存しておらず、九州以

北産オカミミガイ科貝類のうち最も絶滅が危惧

される種。  

【生息生育に対する脅威】  

河口干潟の埋め立て・干拓・護岸改修、底質汚染、

コレクターによる乱獲。  

（川内野善治）  
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【クモ類】 

 

ワスレナグモ （ジグモ科）  【準絶滅危惧（NT）→準絶滅危惧（NT）】 

雌雄双方とも大きな鋏角を持つがそれ以外の外見

では性的二形が著しい。雌個体は大型で体色は灰褐

色だが、雄は雌より小型で細身、体色は黒色である。

環境省の準絶滅危惧種にも選定されており、東北か

ら九州の広範囲に分布する。県内では大村市、諫早

市、平戸市、西彼杵郡時津町での発見例がある。都

市環境の日当たりの良い場所に適応したクモで、市

街地の公園や墓地、時には住宅敷地内の芝生などに

も生息する。こうした場所の地面に穴を掘って中に

潜み、獲物が巣穴近くに来ると飛び出して捕獲する

という習性がある。（奥村賢一）  

 

ドウシグモ（ホウシグモ科）  【情報不足（DD）→情報不足（DD）】 

体長 3〜4mm で全体が黒色、腹部背側面に 2 対、

中央後方に 2 個の白斑を有する。西日本を中心に

生息し環境省のカテゴリーでも情報不足種に選定

されている。樹上で生活するとされているが、地表

を徘徊する例も見受けられる。本種の初記録は長崎

市内の若宮稲荷神社で 1950 年代に採集された事

例であり、その後対馬でも確認された。本土での生

息状況は長年不明であったが 2014 年に諫早市街

地内で発見された。こうした事実から本種は山野に

限らず、ある程度良好な森林環境が維持されていれ

ば生息可能であることが確認できた。（奥村賢一）  

 

ゴトウヤチグモ（タナグモ科）   

【絶滅のおそれのある地域個体群（LP）→絶滅のおそれのある地域個体群（LP）】 

雌雄ともに暗褐色で体長 10mm 前後、落ち葉中や

石の下などの地表に生息する。五島列島の固有種で

福江島、久賀島、奈留島、中通島の４島での生息が

確認されている。各島の地史と位置関係から若松島

にも生息しているはずであるが、これまでの複数回

の調査では発見されていない。若松島と中通島は南

部の３島に比べニホンジカの食害による林床の荒

廃が進んでおり、徘徊性の本種に大きな影響を及ぼ

している可能性がある。中通島でも個体数は極端に

少なく、これまでに確認されている生息域はわずか

１箇所のみである。（奥村賢一） 
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【昆虫類】 

 

タイコウチ（タイコウチ科）  【絶滅危惧Ⅱ類（VU） ※新規】 

水田やその脇の流れの緩やかな水路、溜池を生息

地とする大型の水生昆虫で、オタマジャクシや小

さな水生昆虫などを捕食する。生活史を全うする

のに常に水が残るような環境が必要であるが、稲

作の放棄による陸地化、冬季に水が完全になくな

るような水はけのよい水田は本種の生存にとって

致命的である。また、恒常的に水がある環境でもア

メリカザリガニなどの外来種が入ることの影響が

大きい。以前見つかっていた場所でも年々確認さ

れなくなっており、絶滅のリスクが高まっている

と判断された。（大庭伸也）  

 

セスジガムシ（セスジガムシ科）  【絶滅危惧ⅠA 類（CR） ※新規】 

国内では近畿の一部、関東の一部、そして九州で

は唯一、対馬に生息するという分布が特徴的な水

生甲虫である。2020 年に約 18 年ぶりに対馬か

ら再発見され、現在も生息することが確認された。

茨城の生息地は湿田で冬季も水が残る環境である。

湿田内にできた浅い水たまりで冬～春に繁殖し、

新成虫となるが夏にその姿を見ることはできない。

対馬の生息地は 1 か所の河川氾濫原で、自然にで

きた水たまりである。このような環境は埋め立て

られる可能性もあり、容易に絶滅する恐れがある。

（大庭伸也） 

 

チンメルマンセスジゲンゴロウ（ゲンゴロウ科）  【絶滅危惧Ⅱ類（VU） ※新規】 

本州、九州、南西諸島などに分布する体長約５㎜の

小型のゲンゴロウ。分布域は比較的広いが産地は

局地的である。長崎南部の生息地では、雨上がり後

にできた水たまりで複数個体が出現する。幼虫期

間も他の近縁種に比べて短いなど一時的に出現す

る水域で生活史を送っているものと考えられるが、

植物が豊富な池に生息するという情報もあり、生

態についてはまだまだ不明な点が多い種である。

水はけの悪い土地で繁殖する種であるとすると、

そのような環境は開発の波にさらされやすいので

絶滅が懸念される。（大庭伸也）  

 

  

（茨城産 渡邉黎也氏撮影）  

（渡部晃平氏撮影）  
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カツラネクイハムシ（ハムシ科）  【絶滅危惧ⅠA 類（CR） ※新規】 

体長 1 ㎝ほどの小さなハムシ類で、体色は美し

い緑銅色の金属光沢をもつ。近畿地方以西から九

州に及ぶが国内での産地は限られており、九州内

では大分県に記録があるだけの種であった。長崎

県内では、2005 年に初めて西彼杵半島の小規模

の明るい一部湿地だけに限られ発生しているこ

とが確認された。湿地に生える植物のハリイ類や

スゲ類を食草としていると考えられるが、詳細な

生態はまだ不明な点が多い。県内でもこのような

湿地が残る場所は西彼杵半島以外にほとんどな

く、土砂の流入や植物の遷移過程でのススキなど

の草本が侵入してくれば生息環境自体の変化に

さらされる結果となり絶滅が危ぶまれる。  

（松尾照男）  

 

シオアメンボ（アメンボ科）   【絶滅危惧ⅠB 類（EN）→絶滅危惧ⅠA 類（CR）】 

長崎県には海棲アメンボ類が数種生息するが、どの種も

絶滅危惧種に指定されている。本種は山口県から九州、

南西諸島にかけて分布している。県内では佐世保市九十

九島から大村湾内の入り江、西彼杵半島、対馬にその産

地が点在しており、どの地区でも水質良好で穏やかな小

さな湾内に生息し、入り江から出ることはほとんどない。

幼生の時期は群生するものの、成体になるにつれ個体数

は減少していく。県内の海棲アメンボ類の中では、その

ような小さな入り江状況の環境変化の危急さを踏まえ

絶滅危惧ⅠＡ類（ＣＲ）にランクアップされた。  

（松尾照男）  

 

  

（カツラネクイハムシ 左：雄、右：雌）  

（シオアメンボ 雄）  
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スジグロボタル（ホタル科）   【絶滅危惧Ⅱ類（VU） ※新規】 

県内でのホタル科甲虫類は 10 種の分布が確認されていたが、

11 種目として新たに発見された種である。近畿地方から九州

に分布し神奈川県、埼玉県、宮城県などでも絶滅危惧種に指定

されている。本種の生息環境はゲンジボタルやヘイケボタル等

とは異なり樹林に囲まれた半湿地～湿地に依存し、ホタル類と

しては珍しい半水生のライフサイクルを持っている。全国的に

個体数の減少が指摘されており、県内でも西部に位置する西彼

杵半島の数か所で確認されているものの個体数は多いものでは

ない。本種は，そこに生息する湿地性の貝類などの小生物を捕

食し，種群を維持しているものと考えられるが当地での幼虫の

食性などは観察できていない。湿地・湿原という限られた閉鎖

空間に生息する生物には大変希少なものが多いが本種もその一

例であり、カツラネクイハムシ同様に植物の侵入による乾燥化

で消失する場合が見られ、本種の通年の発生にも大きな影響を

与えているものと推察される。（松尾照男）  

 

トラサンドクガ（ドクガ科）  【絶滅危惧種Ⅱ類（VU） ※新規】 

草原性の蛾で、全国的にも限られた地域で確認されて

いる。県内では、対馬(1960,2008)の散発的な記録

と大野原(2008,2009)では時に多数得られている。

しかし、平戸の野焼き草原では確認できていない。屋

外での幼虫の食樹は未知だが、クヌギで飼育されてい

る。人為的に維持されてきた草原に生息し、全国的に

も分布が限られていることから新たに指定した。野焼

きを含め草原環境の維持が必要であろう。  

（西澤正隆）  

 

トガリウスアカヤガ（ヤガ科）  【絶滅のおそれのある地域個体群（LP） ※新規】 

草原性の蛾で、国内では新潟、福岡の極稀な記録があ

るのみ。県内では大野原（2008 他）の記録があるの

み。大野原では 2006 年～2013 年には 9 月に複数

灯りに飛来した。しかし、平戸の野焼き草原では確認

できていない。年 1 化。幼虫期については未知。人

為的に維持されてきた草原に生息し、全国的にも分布

が限られていることから新たに指定した。野焼きを含

め草原環境の維持が必要であろう。（西澤正隆）  

 

  

（スジグロボタル 雄） 
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ツシマキモンチラシ（マダラガ科）   

【絶滅のおそれのある地域個体群（LP）→ 絶滅危惧ⅠB（EN）】 

昼行性の大型美麗なマダラガで、1982 年に対馬固

有種として記載されたが、最近、和歌山、広島など

で確認され、海外では中国の記録もある。年 1 化。

クリ、クマノミズキ等での訪花が観察されていた

が、最近はその訪花例が確認されておらず、減少傾

向にあるらしいが、その原因は不明である。屋外で

の食樹は未知だが、サカキで飼育されている。対馬

以外では極散発的に確認されているだけで、今後、

対馬での詳細な分布域、生態等の調査が必要であ

る。（西澤正隆）  

 

マダラチズモンアオシャク（シャクガ科）   

【絶滅のおそれのある地域個体群（LP）→ 準絶滅危惧種（NT）】 

伊豆諸島、四国、九州～沖縄のいわゆる黒潮要素の

地域に広く分布し、国内では 4 つの亜種が知られて

いる。県内では四国～徳之島亜種として平戸黒子島

(1957)の記録があったが、田平、平戸、生月、宇

久、福江島など、広く分布していることが確認され

ている。また、県内には福岡県沖ノ島・壱岐・男女

群島亜種も分布している。食樹としてオキナワテイ

カカズラの記録があるが、生態等のさらなる調査が

必要である。個体数が少ない種だけに、現存の環境

の維持が必要と思われる。（西澤正隆）  


